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関連する条文を紐づけ知識を再構築

MA19264／MB19264論文実戦力完成講座
講座のポイント　本講座は下記の２編から構成されています。

2

本編は、【知識構築編】と併走実施される通信専用講座です。ここでは、【知識構築
編】において必ず学び取るべき学習上の課題（チェックポイント）を解説し、さらに
他の条文、他法域とのかかわりにまで言及し、復習・発展学習を行います。ここで
提示する「チェックポイント」は、抽象的な「○○の理解」といったものではなく、「特許
法29条の２の要件５つ」や「国内優先権制度の趣旨を書ける」といったような論文を書
くために必要なインプットしておくべき具体的な内容を提示します。
インプットしておくべき具体的なポイントをクリアにしながら学習を進めることで、自らの知
識修得度を確かめながら安心して学習を進めることが出来ます。
最後に付属する答練問題で総仕上げをして、実戦力を完成させてください。
また、この【知識定着編】は、知識定着学習としての側面もさることながら、【知識
構築編】で学習した内容を効率よく復習するツールとして活用出来るため、本試
験直前期に「直前期チェックツール」として活用して頂けます。

【知識定着編】必要知識の修得度を確かめる復習講座

1【知識構築編】論文作成の土台となる知識の総点検
本編では、ＬＥＣの論文作成ノウハウが凝縮されたオリジナルの「論文実戦力完成講座テ
キスト」を使用し講義を展開します。
本テキストは、単に逐条型ではなく、テーマ、場面ごとに必要な知識（条文、審査基準、
判例、基本書など）を網羅的にまとめ上げたことによって、関連する条文等が紐づ
いた状態でインプット出来る内容になっています。本講座によって、事例問題への対応
を容易にし、題意把握力アップ、項目落ち、言及漏れを防ぐことに繋げるという実戦的な
内容です。
本講座で、本試験に対応できる知識の穴を無くし、知識を再構築していきましょう。

使用教材（受講料込）

論文実戦力完成講座テキスト
オリジナルレジュメ
演習問題・解説
答練問題・解説

＊使用教材は、スケジュールの通り発送い
たします。Web上ではご覧いただけませ
んので予めご了承ください。また、講義
内で発生した「板書」に関しましては発
送はございません。PDF化したデータを
OnlineStudy SP上でご覧ください。

回数

全 回（全範囲）28

水道橋本校
生講義・通信用講義担当

納冨 美和
ＬＥＣ専任講師

担当講師

【知識構築編】	 21回
【知識定着編】	 7 回

タイムテーブル

【知識構築編】
　前半講義	 ８５分
　休憩	 １０分
　後半講義	 ８５分

【知識定着編】
　前半講義	 ８５分
　後半講義	 ８５分
＊【知識定着編】は、通信（Web ＋音声

DL または DVD）専用講座です。

これが論文実戦力完成講座の基本受講スタイル！
段階的な実力アップを図るため、２部構成となった「論文実戦力完成講座」は以下のよ
うに受講してください。

①	【知識構築編】の受講を開始する。
②	【知識構築編】で受講した科目（範囲）に対応する【知識定着編】の科目（範囲）の
演習問題と付属答練を解く。

③	【知識定着編】で演習問題と付属答練の解説講義を受講する。

この講座が含まれるコース
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